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20○

つつじまつり

第
37
回

柳
沢
ほ
た
る
ま
つ
り

　

県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
矢
落
川
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
を
見
に
き
ま
せ
ん
か
。

見
ご
ろ

　

５
月
下
旬
〜
６
月
上
旬

イ
ベ
ン
ト
開
催

　

６
月
６
日（
土
）

　

正
午
〜
午
後
10
時

　

６
月
７
日（
日
）

　

正
午
〜
午
後
９
時

場
所　

柳
沢
小
学
校

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

柳
沢
公
民
館
☎
㉕
２
４
０
０

第
11
回

地
蔵
堂
ほ
た
る
ま
つ
り

　

今
年
も
楽
し
い
催
し
や
バ
ザ

ー
を
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
平
野
「
ほ

た
る
の
里
」
へ
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
30
日（
土
）

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時

　

※
雨
天
時
、
５
月
31
日（
日
）

場
所　

地
蔵
堂
集
会
所
前

（
平
野
町
平
地
）

 【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

地
蔵
堂
ほ
た
る
ま
つ
り
事
務
局

　

☎
㉔
７
２
８
４
（
松
本
）

　

☎
㉔
２
４
３
１
（
平
野
公
民
館
）

博物館よりお知らせ

ふるさと見聞講座

受講生を
募集します！
～大洲市立博物館～

交
通
指
導
の
実
施
予
定
日

　

４
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

　

29
日（
水
）

　

５
月
２
日（
土
）
〜
６
日（
水
）

指
導
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

山
頂
周
遊
道
路
の
通
行
制
限

〇 

冨
士
山
山
頂
の
周
遊
道
路
は
、

時
計
回
り
で
一
方
通
行
可
能

で
す
。

〇 

期
間
中
は
、
大
変
混
雑
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
交

つつじまつり

大洲駅 

国道５６号線 

至松山 
大洲農高 

肱川橋 

国
道
１
９
７
号 

至八幡浜 

市役所 

至宇和島 

臨時バス発着場 

大洲まちの駅 

肱　川 

大洲神社 

登山口 

観光売店 

冨士山 

如法寺 

冨士橋 

臨時バス発着場 

臨時駐車場 
無料200台 

オートキャンプ場 

登山口 

臨時バス発着場 

大洲家族旅行村 

臨時バス発着場 

ふれあいの家 

駐車整理料金所 

国道197号 

至松山市 
・肱川町 

肱　川 

通
指
導
員
、
道
路
標
識
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

無
料
臨
時
バ
ス
の
運
行

　

交
通
指
導
実
施
日
に
は
、
臨

時
バ
ス
を
無
料
運
行
し
ま
す
。

バ
ス
乗
車
場
所
（
如
法
寺
河
原
）

に
は
、
無
料
の
駐
車
場
が
あ
り

ま
す
。

往
復
運
行
の
経
路

　

大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」

〜
如
法
寺
河
原
（
無
料
バ
ス
発

着
場
）
〜
家
族
旅
行
村
〜
冨
士

山
ふ
れ
あ
い
の
家
前

冨
士
山
駐
車
場
整
理
料

　

交
通
指
導
実
施
日
に
は
、
次

の
整
理
料
金
が
必
要
で
す
。

○
普
通
自
動
車（
軽
自
動
車
含
む
）

　

５
０
０
円

○
マ
イ
ク
ロ
バ
ス 

８
０
０
円

○
大
型
バ
ス 

１
，
０
０
０
円

※ 

よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
つ
つ
じ
の
開
花
状
況
に
よ
り
、
交

通
指
導
日
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
指
導
日
変
更
に
伴
い
、
無

料
臨
時
バ
ス
の
運
行
日
も
変
更
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
商
工
観
光
課

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
５
３
２
）

大
洲
市
観
光
協
会

☎
㉔
２
６
６
４

　
み
な
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

交
通
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

冨士山つつじまつり案内図

４月２５日～５月１５日４月２５日～５月１５日

つつじまつりつつじまつり

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
学

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

開
か
れ
る
生
涯
学
習
講
座
で
す
。

　

講
座
の
内
容
は
次
の
予
定
で

す
。

６
月　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

禅
画
の
鑑
賞 

（
博
物
館
）

７
月 

　

布
わ
ら
じ
を
作
ろ
う 

（
博
物
館
）

８
月　

　

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
っ
て

　

何
？ 

（
博
物
館
）

９
月　

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
し
ろ
か
わ

　

浅
野
館
長
講
演 

（
博
物
館
）

10
月

　

引
田
ま
ち
歩
き 

（
現
地
）

12
月　

高
知
文
学
館
で

　
（
松
本
清
張
生
誕
百
年
展
）

１
月　

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

受
講
の
申
し
込
み

　

大
洲
市
立
博
物
館
ま
で　
　

　

☎
㉔
４
１
０
７

費　

用

　

現
地
研
修
・
体
験
学
習
は
実

　

費
と
な
り
ま
す
。

募
集
締
め
切
り

　

５
月
31
日（
日
）
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お
お
ず
の
女
性

〜
輝
い
て
今
〜 

Vol.52

し
て
体
験
記
を
寄
せ
ら
れ
た

人
は
ど
の
人
も
、「
育
児
休
業

を
取
得
し
て
良
か
っ
た
」
と

書
い
て
い
ま
す
。

　

男
性
が
子
育
て
に
参
加
し

た
く
て
も
出
来
な
か
っ
た
要

因
の
一
つ
に
、「
子
育
て
は
女

性
の
仕
事
で
自
分
は
手
が
出

せ
な
い
」、
ま
た
逆
に
女
性
は

「
男
性
に
子
育
て
を
任
せ
る
の

は
不
安
」
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
子
ど
も
と
接

す
る
こ
と
で
男
性
は
子
育
て

に
自
信
を
持
ち
、
そ
れ
を
見

た
女
性
も
安
心
し
て
子
育
て

を
任
せ
ら
れ
る
様
子
が
、
先

ほ
ど
の
体
験
記
か
ら
も
う
か

が
え
ま
す
。

　

女
性
の
「
社
会
参
加
」
が

望
ま
れ
る
今
、
男
性
の
「
家

庭
参
加
」
も
社
会
か
ら
望
ま

れ
て
い
ま
す
。
仕
事
も
家
庭

で
の
役
割
も
喜
び
も
分
か
ち

合
え
る
、
そ
ん
な
男
女
共
同

参
画
社
会
を
目
指
し
ま
せ
ん

か
？

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
企
画
調
整
課

男
女
共
同
参
画
係

☎
�
２
１
１
１

（
内
線
５
２
２
、５
２
４
）

　

県
内
の
森
林
整
備
に
貢
献
す
る

た
め
、伊
予
銀
行（
森
田
浩
治
頭
取
）

は
、
愛
媛
県
、
大
洲
市
、
愛
媛
の

森
林
基
金
（
上
甲
啓
二
理
事
長
）

の
三
者
と
「
企
業
の
も
り
森
林
づ

く
り
活
動
協
定
」
を
結
び
、
森
林

整
備
に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業

の
社
会
的
責
任
）
活
動
の
一
環
で
、

同
行
は
、
平
成
20
年
か
ら
５
年
間

愛
媛
の
森
林
基
金
に
毎
年
百
万
円

ず
つ
協
賛
し
、
県
内
２
か
所
の
森

で
行
員
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り

「
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
の
森
」
づ
く
り
活
動

を
行
う
と
い
う
も
の
で
、
大
洲
市
で
は

阿
蔵
・
高
山
の
市
有
林
で
、
行
員
な
ど

が
ケ
ヤ
キ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
や
下

草
刈
り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
ま
す
。

　

2
月
28
日（
土
）、
阿
蔵
・
高
山
の
市

有
林
で
「
伊
予
銀
行
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン

の
森
」
の
活
動
開
始
式
が
、
行
員
の
ほ

か
地
元
の
久
米
小
学
校
児
童
と
家
族
な

ど
約
１
７
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

開
始
式
で
森
田
頭
取
は
、「
森
は
私
た

ち
に
様
々
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

今
日
は
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
自
ら

汗
を
流
し
、
自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を

つ
く
り
、
子
孫
に
の
こ
し
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
大
森
市
長
は
、

「
森
林
整
備
の
機
会
を
頂
き
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。
末
永
く
憩
え
る
森
に
し
て
い

き
た
い
と
思
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

看
板
の
除
幕
や
記
念
植
樹
が
行
わ
れ

た
後
、
ケ
ヤ
キ
３
０
０
本
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
３
０
０
本
の
計
６
０
０
本
が
、
山
の

斜
面
に
次
々
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、
シ
イ
タ
ケ
の
植
菌

体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
、

ク
ヌ
ギ
の
木
に
ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け
て

は
、
シ
イ
タ
ケ
の
菌
入
れ
体
験
を
し
ま

し
た
。

エバーグリーンの森　次代を担う子どもたちとともに
～森林整備に企業が貢献～

　

内
閣
府
が
平
成
19
年
度
に

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
子

育
て
中
の
父
親
の
う
ち
、「
職

業
と
育
児
に
同
じ
く
ら
い
か

か
わ
り
た
い
」
と
い
う
割
合

が
約
７
割
、
子
育
て
中
の
母

親
の
う
ち
、「
父
親
に
職
業
と

育
児
に
同
じ
く
ら
い
か
か
わ

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
人
の

割
合
は
お
よ
そ
８
割
に
の
ぼ

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

一
方
、
子
育
て
真
っ
最
中
の

30
代
・
40
代
の
男
性
で
、
フ

ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
５
人

に
１
人
以
上
が
週
60
時
間
以

上
働
い
て
い
る
と
の
結
果
が
、

同
じ
く
内
閣
府
の
調
査
か
ら

出
て
い
て
、
希
望
ど
お
り
に

育
児
に
関
わ
る
こ
と
は
、
な

か
な
か
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
内
閣
府

が
平
成
20
年
９
月
か
ら
男
性

の
育
児
休
業
体
験
記
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
80
通
を
超
え
る

体
験
記
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
体

験
記
が
「
仕
事
と
生
活
の
調

和
推
進
室
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
8.cao.go.jp/

w
lb/index.htm

l

）
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
験
記
に
は
慣
れ
な
い
子

育
て
に
四
苦
八
苦
さ
れ
る
様

子
や
多
く
の
発
見
、
驚
き
な

ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

～
パ
パ
の
育
児
休
業
体
験
記
紹
介
～

▲職人のようです
（シイタケの植菌体験のようす）

▲サクラ植えたよ

エバーグリーンの森
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　振り込め詐欺の被害を防止しようと、市内循環バス「ぐるりん
おおず」の車内や側面に振り込め詐欺被害防止の吊皮広告やス
テッカーが設置されました。この日は大洲農業高校の生徒がバ
スに乗り込み、乗客に啓発グッズや手作りのクッキーを配って、
振り込め詐欺にあわないように注意を促しました。

　今年も桃の節句にあわせ、大洲市老人クラブ連合会肱川
支部主催のひな流し交流会が川上地区５か所の幼稚園児を
招待し、肱川支所裏の河辺川で行われました。当日はあい
にくの雨模様となりましたが、老人クラブの方から川の名前
や「ひな流し」の由来などについて話を聞いた後、川にかけ
た板の上から自分たちで作ったひな人形を浮かべ、一斉に
流しました。園児たちは自分のひな人形がどこまでも流れて
いく様を、川っぷちを走りながら見守っていました。
　ひな流しの後、肱川公民館に場所を移し、老人クラブの
みなさんに用意してもらったカレーライスを一緒に食べた
り、ひなまつりの歌を歌ったり、肩たたきをしてあげたりし
て楽しく交流しました。
※流したひな人形は、老人クラブのみなさんが回収されました。

▲ていねいにステッカーを貼る農業高校の生徒

ひな流し交流会
～どこまで流れていくのかな？～

▲うまく流れていくかなぁ

３／３㈫

振り込め詐欺にご注意！
～ぐるりんおおずに被害防止ステッカー～３／13㈮

　白滝の恒例行事となった「第23回歩け走れ大会」（主催白
滝公民館　窪時男館長）が開催されました。
　晴天に恵まれたこの日は、老若男女177人が参加。80歳以
上で参加された人も６人おられました。参加者は、3.8㎞の
マラソンコースと2.6㎞のウォーキングコースに分かれて、そ
れぞれさわやかな汗を流しました。
　競技を終えた参加者らは、白滝婦人会の皆さんに調理し
ていただいたうどんをおいしそうに味わっていました。また、
フリーマーケットやビンゴゲーム大会も行われ、参加者は楽
しい時間を過ごしていました。

第２３回歩け走れ大会
～春休みの思い出～

３／１㈪

▲一斉にスタート

まちのわだい
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　植松地区自主防災組織が大成集会所で、出前の防災訓練を実施し
ました。
　集まった参加者は３班に分かれ、大洲消防署川上支署の指導によ
り、ロープワーク、応急担架作成法、搬送法を学習し、避難訓練に
見立てて徒歩で500㍍離れた砂置場へ移動。そこでは、土のうの作成
と積み方を学習しました。その後、徒歩で再び大成集会所へ。到着
するころには、ハガマで炊いたおにぎりなどの炊き出しができあが

っており、参加者全員で食事をとりました。
　この訓練により、平成20年度の河辺地域全体で訓練参加者は、延べ395人になりました。

自分たちの地域は自分たちで守ろう！
～ ところを変えて出前で訓練 ～

３／29㈰

▲ロープを使った応急担架で搬送します

　地域が一丸となって、健全で災害に強い地域づくりを進めよ
うと大川地域防災訓練（主催：大川地区自主防災組織・大川自
治振興会ともに松岡昇平会長）が、蔵川小学校で行われました。
訓練は、大きな地震が午前８時30分に発生したことを想定して、
サイレン放送を合図にスタート。この日は地区内の住民およそ
200人が参加しました。
　事前に作成した連絡網を活用して代表者が地区住民の安否を
確認。また家屋等の損壊状況、道路崩壊の状況などを災害本部
に連絡する訓練が行われました。その後、森山・成能・蔵川上・
蔵川下の４つのグループに分かれて、地震体験車による揺れの
大きな地震体験のほか、煙体験ハウス、消火器訓練、AEDによる救急救命訓練などが行なわれました。参加
者は、消防署員の説明を熱心に聞き、どの訓練にも真剣に取り組んでいました。

被害を最小限に……
～大川地域防災訓練～

３／15㈰

▲AEDについて熱心に説明を聞く参加者

　

日
常
の
諸
問
題
に
つ
い
て
研

究
協
議
を
深
め
現
代
社
会
に
対

応
し
た
婦
人
会
活
動
の
あ
り
方

を
考
え
よ
う
と
、
３
月
３
日

（
火
）
肱
南
公
民
館
大
ホ
ー
ル

で
、
大
洲
市
連
合
婦
人
会
（
三

好
康
子
会
長
）・
大
洲
市
教
育

委
員
会
の
主
催
に
よ
り
大
洲
市

連
合
婦
人
会
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
で
は
、
文
化
部
、

社
会
環
境
部
、
青
少
年
部
、
保

健
体
育
部
、
福
祉
部
の
５
つ
の

部
か
ら
平
成
20
年
度
の
活
動
に

つ
い
て
実
績
報
告
が
行
わ
れ
、

ま
た
徳
森
婦
人
会
の
大
森
勝
子

さ
ん
と
若
宮
婦
人
会
の
若
宮
ミ

フ
ネ
さ
ん
の
二
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
「
学
校
・
地
域
と
連
携
し
た

青
少
年
の
健
全
育
成
」、「
福
祉

活
動
を
通
し
て
」
と
題
し
て
研

究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
研
究

発
表
の
中
で
大
森
さ
ん
は
、「
親

が
子
を
か
わ
い
が
る
の
は
当
た

り
前
だ
が
、
子
が
親
に
孝
行
す

る
た
め
に
は
、
親
が
祖
父
母
へ

の
孝
行
を
、
身
を
も
っ
て
子
に

示
す
こ
と
が
大
切
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
若
宮
さ
ん
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
訪
問

を
通
し
て
「
少
し
で
も
人
の
お

役
に
立
て
て
い
る
こ
と
を
励
み

に
、
そ
の
こ
と
を
生
き
て
い
く

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
穏
や
か
に
暮
ら
せ

る
地
域
と
な
る
よ
う
、
人
づ
く

り
・
仲
間
づ
く
り
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
愛
媛
県
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
の
和
田
瑞

穂
さ
ん
が
「『
つ
な
が
る
』
婦

人
会
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、

和
田
さ
ん
は
、「
人
と
交
わ
り

支
え
あ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
自

分
自
身
を
磨
き
自
己
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

地
域
の
人
や
会
員
同
士
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
互
い
に
助

け
合
う
関
係
が
と
て
も
大
切
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲あいさつする三好会長

婦
人
会
の
充
実
と
発
展
を
願
っ
て

〜
大
洲
市
連
合
婦
人
会
大
会
〜

まちのわだい
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